
 

 

     あやめ・かきつばた・菖蒲の似合う季節になりましたね。 

□ ロビーコンサートのお知らせ  

 ５月２４日（火） 川瀬 まり子さん（バイオリン演奏） 

中央棟１階会計前ロビーにて、１９：００より開催いたします。３０分間の演奏会です。 

是非、お越しください。 
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      『 エビデンスを構築し新しい医療を創造する 』

産婦人科 
助教授 

小川 公一 

近年、医学は急速な進歩を遂げており、それに伴い多くの臨床医は診療において実践的な、それも特に技

術的な面を中心に追い求めているのが昨今の傾向のように思われます。しかしながら臨床現場では、インフ

ォームドコンセントあるいは QOL などと、患者様から医師への要求はいわゆる病気が対象ではなく、人間を

対象としての治療を期待されています。そのような状況下にある現在、臨床医は技術ばかりでなく、その診

療の裏づけとなる科学的な根拠に基づいた診療を目指さなければなりません。臨床現場では根拠ある診断・

治療を行うためのエビデンスが、コンセンサスとして求められ、治療にあたっては常にエビデンスに裏付け

られた標準的治療とエビデンスのない経験的治療を明確に意識し、患者さまに対してもその説明を行うこと

が求められる時代となりました。 

科学技術の進歩を背景にして、産婦人科学は学問として、医療技術として高度ものへ変化を遂げてきまし

た。産科学は、子宮という密室にいる胎児へのアプローチができなかったため、分娩の介助学とも考えられ、

妊娠分娩産褥の母体管理が中心でありました。近年、胎児心拍の解析さらに超音波診断の進歩により、胎児

の情報が得られるようになり、母体よりも胎児の状態を中心においた周産期学へと変貌を遂げました。婦人

科腫瘍学においては細胞診の普及により子宮癌の早期発見、治療は標準的な手術に加え、放射線療法と化学 

療法の開発・進歩により術前・術後化学療法、放射線療法、化学放射線同時併用療法等と選択肢が増え治癒率

が高まりました。卵巣癌に対する治療においては、手術療法における cytoreduction（腫瘍減量手術）の重要

性が認識され、また化学療法においてはプラチナ製剤・タキサン系抗癌剤の登場があり、国内外で多くの臨床試験が行われ、新しいエ

ビデンスが積み重ねられ、卵巣癌治療ガイドラインが作成されました。生殖内分泌学においては受精、着床、妊娠維持機構が解明され、

体外受精・胚移植の成功と普及は不妊治療に革命をもたらしましたが、他方新たな倫理的問題という難題を残しました。手術学におい

ては良性疾患を中心に多くの疾患に対して内視鏡下手術が施行可能になり、患者さまに大きな福音をもたらしました。臨床現場では産

婦人科領域においても evidence based medicine(EBM)という用語が盛んに用いられるようになりました。EBM の定義には種々のものが

ありますが、医療技術評価委員会は「診ている患者の臨床上の疑問点に関して、医師が関連文献等を検索し、それらを批判的に吟味し

た上で、患者への妥当性を評価し、さらに患者の価値観や意向を考慮した上で臨床判断を下し、専門技術を活用して医療を行うこと」

としています。この行為は、従来われわれが医療のあるべき姿として考えてきたものと本質的に異なるものではありません。各種治療

法の効能を推計学的解析を基盤とする比較対照試験をエビデンスとして診断・治療の方針に取り入れることがより科学的であるとの考

えが注目されるようになりました。しかし、現実の診療において「100%EBM を実践できていたか？」と省みたとき、「まだまだ修行が足

りない」と思うのであります。一方、厳密な意味でエビデンスが示されているのはほんのわずかであり、「毎回患者さまの疑問に答えら

れるエビデンスを用意できるものではない」と思うのであります。そこで、我々は患者さまから直接あるいは間接的に発せられる疑問

を「勉強の良い機会」として考えるようにしています。我々の仕事は、産婦人科領域においてエビデンスを網羅し、既存の治療方針と

照合し、両者を融合させ実践的で最良なガイドラインを作成することであります。ガイドラインの目的とするところは、日常診療に携

わる医師に対して、現時点で広くコンセンサスがえられ適正と考えられる治療法を示すことであります。すなわち、診療上の参考に供

するものであって、これにより医師の裁量権を狭めたり、治療法自体に制約を加えるものではなく、治療結果に対する責任は直接の治

療担当者に帰属すべきものであると思います。 

EBM は既にエビデンスが存在し、これをどのように使うかです。いかに効率的に医療を患者さまに適応するかが求められます。一方、

臨床研究はいかにエビデンスを構築し、医療に還元するかを考えます。新しい治療は標準治療より有効なのかどうなのか、効率より効

果が重要です。EBM は個人からはじまり個人に帰るものですが、臨床研究は集団からはじまり集団に帰るものです。EBM はクリニカル・

エビデンスをいかに上手に使うかの方法論であり、臨床研究はクリニカル・エビデンスをいかに上手に作るかの方法論です。われわれ

の目指すものは、EBM を実効できることはもとより、臨床研究を行いエビデンスを構築し、新しい医療を創造することです。患者さま

個々に効率的な医療を施すに加えて、全体に対してより効果的な医療を提示することにより、多くの患者さまに適切な医療を提供する

ことができると考えています。 

日々患者さまより頂きましたご意見･ご要望に関しては関連する部署の責任者に報告しております。改善すべき点や取り

入れたほうが良いことなど出来る限り対応したいと考えております。ご意見の中で特に危険なこと、多くの方が希望して

いることを優先に対応したいと考えております。もちろん少数意見も対応させて頂いております。 
前回に引き続き、今までのご意見の中で多くいただいたものや最近よくいただくご意見･ご要望を中心に改善策を掲載さ

せていただきました。掲載されていない内容についても対応しておりますのでご了承ください。 
今後もお気付きの点やご要望をお聞かせください。                    (※＝進捗報告) 
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 横浜市北部地域の中核病院として当院が開院し、４年が過ぎました。

病院裏の公園の桜を眺めることも４回目。その間に開院時は４２８床
だったベッドの数は６６１床に増えました。初めは人影がまばらで寂
しい感じのした公園にも、今年の桜の季節には多くの人たちが訪れ、

ひなたぼっこを楽しんでいました。病院の渡り廊下から眺める景色も
季節により変化し、ちょっとした息抜きになっているようですね。 

さて、ここでひとつＰＲを。５月 12 日はフローレンス･ナイチンゲ

ールの誕生日にちなみ看護の日に制定され、各地でイベントが行われ
ています。当院でも５月14 日(土)に看護フェスティバルを行いますの
で、次号ではその内容を御報告できるかと思います。健康相談なども

行っておりますので、今年逃した方は来年是非のぞいてみて下さいね。  
広報委員会 委員 大崎千恵子

ご意見・ご要望 改善等 

中央棟西口の公道への誘導に

ついて 

中央棟西口からスロープを下った場合、駐車場に行けるだけで公道に抜けられるかが分

からないとのご意見をいただきました。 

初めてご利用の方には当院の駐車場や敷地内の乗降場所等は構造的に複雑で分かりづら

いことと思われます。掲示板等を増加させ施設内の車の動線等が分かりやすくなるよう検

討させていただきます。なお、中央棟西口からスロープを降り公道に出ることができます。

また、駐車場は誤って入場したり、ご家族等の乗降に駐車場を利用した場合でも、利用料

金がかからないよう 30 分までは無料になっておりますのでご利用ください。 

救急外来の受診について 

『救急車で来ようと思いましたが恥ずかしかったので家族に車で救急に送ってもらいま

したが、救急で 1時間も待たされました』とのご意見をいただきました。 

お待たせして申し訳なく思います。しかしながら、時間外休日は医療スタッフ等限られ

た中で行われていることから、他の救急対応等の為にお受けしても大変お待たせしてしま

う場合がございます。重症の場合は救急車を呼んでいただき適切な医療機関に搬送してい

ただくのがよろしいと思いますが、それ以外の方法で来院される場合は、来院前にお電話

をしていただけますようお願いいたします。混雑しておりお待ちになるような場合は他の

医療機関等もご案内いたします。 

当院および横浜市・地域の時間外休日の診療体制についてご説明させていただきます。 

当院は地域の中核病院として、主に救急車で搬送される二次(重症)救急患者様の対応を

中心に夜間休日の診療体制を整えております。また、二次救急は横浜市全体もしくは医療

圏毎(当院は北部地域：都筑・青葉・緑・港北・神奈川・鶴見区)に当番制になっており、

救急車は当日の当番病院を中心に搬送を行うことになります。当番日には医療スタッフは

通常以上の配置をし、万全な診療体制を整えていますが、その場合でも多くの患者様や重

篤な患者様がいらっしゃると他の診療受入は困難となり、横浜市および近隣医療圏で対応

することとなります。また、比較的軽度の患者様は夜間急病センター等で診療を行ってお

り、そこの施設で対応困難という場合には当院のような二次救急病院に受入要請が入りま

す。 

特に時間外休日につきましては限られた地域の医療資源の中で診療を行っていますの

で、患者様のご病状に合わせて適切な医療機関の受診とルールを守っていただけますよう

ご理解と・ご協力お願いいたします。 

リスク／提案カードの変更に

ついて 

現在、院内には、ご意見・リスク／提案カード回収箱を２４箇所に設置しております。

開院以来の記載用紙の在庫が終了し、順じ記載カードの変更をおこなっております。ま

た、係の者が原則として、毎週１回の回収を行っておりますが週に１回では少なすぎる

というご意見があり、中央棟１階総合案内のボックスのみ毎日回収を行いますのでご利

用ください。 

 



４月１日(金)１３時より西棟４階講堂にて北部病院入職式が執りおこなわれました。田口

進病院長より、北部病院の基本理念のお話し、北部病院で働くに際しての心構えや皆と相談

しながら働ける環境を共に作って行きましょうとの挨拶があり、続いて各部門長紹介があり

ました。 

翌２日(土)には、医療事故防止対策についての講義、入職式の恒例をなっている都筑警察

署の兼田署長より防犯についてのお話と防犯のための護身術についての実技指導、職員(社会

人として)の常識でもある、接遇マナーの話がありました。午後は、各所属部署でのオリエン

テーションとなり、看護部では先輩の挨拶や部署配置発表等があり、臨床研修医は院内感染

対策の講義や採血手技等の指導を受ける機会となりました。 

その後、研修医は２週間のオリエンテーション、コメディカルは各部署毎のオリエンテー

ションや実技指導等を受ける期間となりました。また新入職員を対象として、４月１２日(火)

には消防訓練が実施されました。 

ちょっと余談ですが、新年度になって全教職員のユニフォームを一新いたしました。皆さ

ま、お気付きになられましたか？ 

 ４月２６日(火)午後６時より、西棟 4階講堂におきまして全職員を対象に医療安全対策講

演会を開催いたしました。東京慈恵会医科大学医学教育研究室の福島統教授をお招きし『異

職種間コミュニケーション～医療の安全管理への慈恵医大の試み～』という演題で、東京慈

恵会医科大学で実際に発生した事故例をもとに講演いただきました。 

 医療事故は単純に個人の問題でなく病院組織、他部門との連携やチームワーク等様々なこ

とが原因として発生するものであり、また、偏ったスタッフの中では問題点等が見落とされ

ることがあるということでした。東京慈恵会医科大学では、多職種でワークショップを行い

一つの事例を検討することを行っています。ワークショップのグループの中には医学生や看

護学生なども混ざり職種を越える様々な意見が交わされるとのことでした。 

ワークショップの中で、一つの事故事例について検討された際に、まずこのことについて

第一に頭に浮かぶことは何かとの質問に対して学生が「かわいそう」と言う意見が出ました。

患者様からは当たり前と感じられることかもしれませんが、同じワークショップにいた医療

従事者は他のことを頭に浮かべており、その言葉を聞いて、第一に患者様側の視点に立った

ことを考えられなかったことにショックを覚えたそうです。 

私たちが常に患者様の気持ちになって医療を行っていくことが大切なことだと改めて感じ

させられる講演会でした。 

  

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

   

 

   

2005 年 3 月統計データ( )内は 1日平均 

外来患者数 31,014 人(1,192.8 人)、入院患者数 18,444 人(595.0 人)、救急車搬送件数 510 人(16.5 人)、手術件数 492 件(22.4 件) 
 

西棟 4 階 講堂

西棟 4 階 講堂

 川崎医科大学 
    平成５年卒 

松下 達彦 
  (消化器) 

昭和大学 
   平成１４年卒

林 武雅 
(消化器)

4/30 付【4/1～4/30】

 【退 職】 

     大橋 正和（外 科） 

     岡林 宏明（循環器センター） 

和歌山県立医科大学 
   平成１４年卒 

和田 祥城 
(消化器)

新潟大学 
    平成１５年卒 

児玉 健太 
  (消化器) 

高知大学 
   平成１５年卒 

濱崎 七重 
(呼吸器)

5/1 付【4/2～5/1】

鈴木 浩介 昭和大学卒業   
６月 麻酔科     

７月 循環器センター(内) 

曽我 真弓  川崎医科大学卒業   
６月 総合内科   

７月 麻酔科 

 

佃 重男  東邦大学卒業  
６月 外 科  

７月 同上 

星本 剛一  昭和大学卒業  
６月 麻酔科   

７月 循環器センター(内) 

宮本 諭  聖ﾏﾘｱﾝﾅ医科大学卒業  
６月 循環器センター(内) 
７月 上旬 緩和ケア 

          下旬 画像診断 

吉田 孝子  昭和大学卒業   
６月 循環器センター(外)  

７月  同 上 

研修医一年生の吉田孝子と申します。 

学生時代のんびりと過ごしていた私にとって、研修医として

の生活はまだまだ慣れない日々ですが毎日が新しいことだらけ

でとても新鮮です。まだ１週間しか経っていないので先生方に

も迷惑をかけてばかりですが、頑張りたいと思います。 

１週間の勤務の中で少し分かったことは、医療の現場は本当

に多くの職業のスタッフが互いに協力し合っているということ

です。私もその一員として、医師のみならず他の職種の方々と

も仲良く働きたいと思っています。２年間よろしくお願い致し

ます。 

一度は必ず誰もが体験する国試合格発表当日の、何とも言え

ない余韻を残したまま始まった初期臨床研修。６年間ひたすら

勉強、実習、そして部活に追われた生活から一転して、社会人

としてのスタートを歩みだしました。国家試験であれほど身に

つけたはずの知識が現場では全くといっていいほど使うこと

ができない、と感じる研修医は僕以外にもいることと思います

が、今はやっと自分の人生が開けたという実感を持つことがで

きます。病棟ではわからないことだらけで、ろくに採血すらま

ともにできない不甲斐なさを持ちつつ、看護師の方に質問され

るたびに緊張感が走る毎日ですが、患者さんだけでなく同じ職

場で働かれるたくさんの方々とともに、挨拶からから始まる一

日一日を大切に勉強していきたいと思います。 

臨床研修医１年目の星本です。 
現在北部病院で働きだしてから１週間が経ちますが、自分の

知識、経験のなさのため、周りのスタッフに迷惑をかけること

もたびたびあります。しかし落ち込んでばかりもいられません

ので、他の２２人の研修医と助け合いながら頑張っていきたい

と思います。 
いつまでも他人への優しさと謙虚な姿勢を忘れないような医

師になりたいと思っていますのでご指導よろしくお願いいたし

ます。 

東邦大学出身の佃重男です。２年間この北部病院で研修させ

ていただくことになりました。この病院の最初の印象は、挨拶

の習慣が広く根付いていて、患者さんだけでなくスタッフにと

ってもよい環境であると感じました。この恵まれた環境のもと

でまずは社会人としての自覚を持って、そして医師として必要

な基本的な診察、検査手技を身に付け、診断、治療に至るまで

の論理的な考え方を学びたいと思います。現在、２年目の先生

につきっきりで手とり足とり教えていただいてます。 
正直なところ、１年違うだけでこんなに差があるものなのか

と驚いてます。来年の自分がどれだけ成長しているか分かりま

せんが頑張ります。先輩スタッフの方々、ご指導よろしくお願

いします。 

川崎医大出身の曽我真弓です。出身は京都府宇治市です。大

学は岡山県にあり何も遊ぶところもないようなところで大学時

代を過ごしました。わりとのんびりとマイペースなほうなので、

周りの方々にご迷惑をおかけすることがあるかもしれません

が、他の同期の研修医たちや上の先生方等にいい刺激をうけな

がらやっていけたらな、と思っています。 
本格始動してまだ１週間くらいで、今のところまだまだポリ

クリの延長みたいな部分が大きいという印象です。でも本当に

少しずつではありますが、オーダーのやり方一つにしても、だ

んだんとできることが増えてきているように思います。 
将来進みたい科はまだ決めておりませんが、患者さんに話し

かけられやすい雰囲気の医師になりたいです。よろしくお願い

します。 
 

はじめまして。この度、この昭和大学横浜市北部病院で臨床

研修を行うこととなりました昭和大学出身の鈴木浩介と申し

ます。体は小さいですが、大学時代は柔道部に所属していまし

た。まだ幼いころ入院し、手術を受けたことがきっかけで医師

という職業にあこがれ、それ以後、今日まで多くの方々に支え

られてここまで来ることができました。そういった方々の期待

に応えるためにも、この研修の２年間で色々なことを学び、そ

れを患者様のために役立て、できうる限り多くの人々を幸せに

できるよう、努力していきたいと思っております。まだまだ若

輩者で、皆様にご迷惑をかけることも多々あることとは思いま

すが、ご指導のほどよろしくお願いいたします。 
 

※昇進昇格・兼任講師等の採用につ
きましては、この欄に掲載致しませ
ん。ご了承ください。 



 

   

 

 
  

   

山口 晃  東邦大学卒業  
６月 救急センター      

７月  同 上 

東 瑞貴  東邦大学卒業   
６月上旬 画像診断   
  下旬  緩和ケア 
７月 総合内科  

池田 賢一郎  埼玉医科大学卒業  
６月 総合内科  

７月 麻酔科 

簡野 桂子   昭和大学卒業   
６月 救急センター  

７月 同上 

真井 博史   聖ﾏﾘｱﾝﾅ医科大学卒業  
６月 救急センター  

７月  同 上 

松原 英司 昭和大学卒業   
６月 消化器センター(外)      

７月  同 上 

国家試験の合格発表から約１ヶ月。研修医としての毎日には

慣れましたが、未だに医師としての仕事に慣れることができま

せん。日々指導医の諸先生方にご迷惑をおかけしています。 

僕が研修先に北部病院を選んだのは、ハイテクな電子カルテ

に目がくらんだわけではなく、病院見学の時に田口院長から聞

いた、「常に心こもる病院であり続ける」というのは、言うは易

く、行うは難い、大変な理念だと思います。だからこそ、それ

を掲げる北部病院で、医師としての基本姿勢を身につけたいと

思いました。まだカルテの操作もままなりませんが、２年後に

は立派な医師になれるように頑張って研修したいと思います。

この度、昭和大学横浜市北部病院で２年間研修させて頂く事

になりました簡野桂子と申します。この２年間で諸先生方から

いろいろな事を学ばせて頂こうかと思っています。将来、何科

に進むかはまだ悩み中ですが、この２年間で笑顔や初心を忘れ

ずに出来る限りの事を吸収していきたいと思います。 

最初は救急から回らせて頂きます。今は何も分からない白紙

状態ですが、諸先生方、また、病院職員の方々、御指導御鞭撻

宜しくお願い致します。患者さまには、研修医として精一杯が

んばっていこうと思っておりますので、成長していく過程をあ

たたかい目で見守って下さると嬉しいです。宜しくお願い致し

ます。 

みなさん始めまして、埼玉医科大学出身の池田賢一郎と申し

ます。現在総合内科をローテーションしております。当面の目

標といたしましては、カルテ記載を始めとする基本的手技を可

能な限り早期に習得し、いち早く医療スタッフの皆様方のチー

ムの一員として認められるようになることです。そのために

日々自己研鑽を怠らず、臆することなくスタッフの輪の中に飛

び込んでいけたらと考えております。将来的には、現在専行し

ていきたい科を決めかねている状況ですので、プライマリ・ケ

アの勉強はもちろんのこと、自らの進むべき道を見定めること

にも重心を置き、有効にこの２年間を活用していきたいと思い

ます。 
 若輩者ではございますが、２年間ぜひ皆様かわいがってくだ

さいますよう、よろしくお願いします。 
 

はじめまして、東邦大学出身の東瑞貴と申します。この度２

年間北部病院で研修することになりました。簡単に自己紹介を

させていただきますと千葉県出身の 26 歳、高校時代はテニス

部、大学時代は野球部に所属しておりました。趣味はサイクリ

ングです。将来の目標はスポーツ医学を専攻し、病気に対する

治療だけではなく、たくさんの人の健康維持・増進に役に立ち

たいと考えております。そのために北部病院の 3つの理念と患

者様にとって過ごしやすい環境はどのようなものかを十二分

に学び、一日でも早く信頼される医師になりたいと心がけてお

ります。今現在は仕事に対する不安が大きいのですが誠実・謙

虚・努力という精神を持って、これから精一杯、医療の現場に

向かって行きたいと思いますのでご指導のほどよろしくお願

い致します。 

初めまして、東邦大学出身の山口 晃と申します。実家が中川

駅前で開業しており、都筑区に住んでからそろそろ１０数年に

なります。中学、高校と都筑区内の公立校でありましたので、

これを生かして地域医療に貢献していきたいと思っています。

この原稿を書いている時点では、オリエンテーションが終了

して患者様と接するようになってから、まだ１週間ほどしか経

っていませんので、まだまだ不安と緊張がかなり強く、失敗も

多い毎日です。２年間の研修でどこまで成長できるか分かりま

せんが、精一杯努力していくつもりですので、技術的にも精神

的にも甚だ未熟な私ですが、御指導の程よろしくお願いします。
 

静岡県沼津市出身の松原英司です。昭和大学を卒業しまし

た。現時点で臨床での研修が始まって１週間程が経ちました。

とにかくわからないこと、できないことばかりで、学生気分が

抜けきらず、正直一人の責任ある医師であるという自覚をしっ

かりと持てない時もありました。 

これからはそうではなく、知識や技術が未熟でも、患者さま

の命を預かる責任ある医師として真剣に質問し、勉強し、練習

し、患者さまと接し、医師としての基本的な態度を早く身に付

けなければと今は焦っています。精一杯頑張りますので、何卒

よろしくお願い致します。 

月 火 水 木 金 土  
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 
医局員 

(初再診) 
医局員 
(初診) 

鹿間裕介 
(再診) 

医局員 
(初診) 

医局員 
(初診) 

医局員 
(初診) 

鹿間裕介 
(初再診) 

神尾義人 
(再診) 

医局員(初) 
北見(初再) 

医局員 
(初診) 

医局員 
(初診) 

 笠原慶太 
(再診) 

松田正典 
(初診) 

大眉寿々子 
(初診) 

中神和清 
（再診） 

 笠原慶太 
(初再診) 

笠原慶太 
(初診) 

笠原慶太 
(初再診) 

大眉寿々子 
(再診) 

 
呼吸器ｾﾝﾀｰ 

北見明彦(再)  中島宏昭(初)    医局員(初) 松田正典(再) 中島宏昭(再) 中島宏昭(再)  
林 武雅 林 武雅 田中淳一  請川淳一 請川淳一 井上晴洋 井上晴洋 大塚和朗 大塚和朗 土曜初診１ 
小林泰俊 小林泰俊 大塚和朗 大塚和朗 和田祥城  出口義雄 永田浩一 為我井芳郎  日高英二 
春日井尚  加藤博久  下田 良 下田 良 笹島圭太 笹島圭太 鎮西 亮 鎮西 亮 里舘 均 
佐藤嘉高 
(第 2,4) 

佐藤嘉高 
(第 2,4) 

樫田博史 辰川貴志子 岩下方彰 
(第 1 のみ) 

 河口剛一郎 山村冬彦 大前芳男 大前芳男  

山村冬彦 山村冬彦 工藤進英 大森靖弘 石田文生 小鷹紀子 樫田博史 新谷 隆 遠藤俊吾 遠藤俊吾 土曜初診２ 

消化器ｾﾝﾀｰ 

       工藤進英 
（特殊診） 

   

緒方信彦 中島邦喜 落合正彦  小原千明 岡田良晴 荒木 浩  芦田和博 加藤源太郎 医局員 
循環器ｾﾝﾀｰ 

         西巻博 
(第 3 のみ) 

 

精神神経科(初診) 工藤行夫  吉益晴夫  
秋元(第 1) 
伊川(第 2～5) 

 秋元洋一  西岡玄太郎  工藤謙太郎 

精神神経科(再診) 伊川太郎  秋元洋一  西岡玄太郎  吉益晴夫  工藤行夫  松丸憲太郎 
精神神経科(再診) 池澤 聰  鄭 英徹  山本英樹  長井友子  青山 洋  小城幸乃 
精神神経科(再診)     工藤謙太郎       

精神神経科(再診)   医局員 松丸憲太郎 
(物忘れ外来) 

 松丸憲太郎 
(物忘れ外来) 

医局員  医局員  医局員 

内科(緩和ケア)          中村明央  

内 科(23-2) 山田真帆 
(内科消化器) 

大野恭史 
(一般内科) 

  菊嶋修示 
(循環器不整脈) 

菊嶋修示 
(循環器不整脈) 

  菊嶋修示 
(循環器不整脈) 

 菊嶋修示 
(循環器不整脈) 

内 科(23-3) 衣笠えり子 
(内科腎臓) 

高橋 健 
(内科腎臓) 

衣笠えり子 
(内科腎臓) 

 衣笠えり子 
(内科腎臓) 

衣笠えり子 
(内科腎臓) 

坂下暁子 
(内科血液) 

坂下暁子 
(内科血液) 

大野恭史 
(一般内科) 

川崎仁志 
(内科神経) 

医局員 

内 科(23-5) 坂下暁子 
(内科血液) 

坂下暁子 
(内科血液) 

福井俊哉 
(内科神経) 

福井俊哉 
(内科神経) 

三代川章雄 
(内科消化器) 

 福井俊哉 
(内科神経) 

福井俊哉 
(内科神経) 

福井俊哉 
(内科神経) 

 三代川章雄 
(内科消化器) 

内 科(25-1) 稗田宗太郎 
(内科神経) 

  中山文義(腎) 
(第1火休診)

稗田宗太郎 
(内科神経) 

 滝西安隆 
(一般内科) 

   滝西安隆 
(一般内科) 

内 科(25-2)  渡邉浩之 
(一般内科) 

 渡邉浩之 
(一般内科) 

木村 聡 
(内科・感染症) 

    
 

渡邉浩之 
(一般内科) 

医局員 

内 科(25-3) 田口 進 
(内科消化器) 

 田口 進 
(内科消化器) 

田口 進 
(内科消化器) 

  田口 進 
(内科消化器) 

 田口 進 
(内科消化器) 

  

内 科(25-5) 荏原 徹 
(糖尿病,内分泌) 

 嶋田 顕 
(内科腫瘍) 

 荏原 徹 
(糖尿病,内分泌) 

 嶋田 顕 
(内科腫瘍) 

嶋田 顕 
(内科腫瘍) 

荏原 徹 
(糖尿病,内分泌) 

冨田高重(第 1
(内科消化器) 

荏原 徹 
(糖尿病,内分泌) 

内 科(25-6)  三上哲弥 
(内科消化器) 

三上哲弥 
(内科消化器) 

 山本真寛 
(一般内科) 

 緒方浩顕 
(内科腎臓) 

山本真寛 
(一般内科) 

三上哲弥 
(内科消化器 

 緒方浩顕 
(内科腎臓) 

内 科(25-7)   辻 正富 
(糖尿病,内分泌) 

辻 正富 
(糖尿病,内分泌) 

伊藤英利 
(内科腎臓) 

 辻 正富 
(糖尿病,内分泌) 

辻 正富 
(糖尿病,内分泌) 

伊藤英利 
(内科腎臓) 

 辻 正富 
(糖尿病,内分泌) 

小 児 科 野中善治 
神経外来 
予防接種 

梅田 陽 
乳児検診 

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ外来 北澤重孝 
心臓外来 
腎臓外来 

野中善治 
成育外来 

ｱﾚﾙｷﾞｰ外来 
梅田 陽 

乳児検診 
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ外来 医局員 

小 児 科 曽我恭司  曽我恭司  梅田 陽  曽我恭司  京田学是  医局員 
小 児 科 高野忠将  野中善治  京田学是 心理相談 松岡 孝 心理相談 高野忠将  医局員 

小 児 外 科  杉山彰英  大橋祐介  五味 明  大橋祐介  五味 明 
杉山彰英(奇) 
真田 裕(偶) 

皮膚科（初 16-3） 宋 寅傑  濱口太造  島田洋子  濱口太造  宋 寅傑  医局員 
皮膚科（再 16-1） 濱口太造 松村卓美 宋 寅傑 濱口太造 濱口太造 松村卓美 島田洋子 島田洋子 島田洋子 島田洋子  

皮膚科（再 16-2） 松村卓美 外科手術 佐々木雅美 外来手術 佐々木雅美 外科手術 松村卓美 外来手術 佐々木雅美 外来手術  

外 科 中村明央  新井一成  新井一成  新井一成  中村明央 
 
 

中村明央(奇) 
新井･山﨑(偶) 

外 科     山﨑智巳  福成信博 
(第 1 木) 

井関雅一(偶) 成原健太郎 岩波正英(偶) 黒井克昌 
（乳腺外来偶土のみ）

形成外科 大塚尚治  【手術日】  大塚尚治  【手術日】  神崎温子  
大塚(奇) 
神崎(偶) 

脳神経外科 
（初再診） 

池田尚人 (診断書外来) 医局員  広田暢夫 退院後外来 畑山和己  広田暢夫  
畑山和己(奇) 
池田･広田(偶) 

脳神経外科 
（再診） 

畑山和己 
予約のみ 

 医局員  池田尚人  広田暢夫  池田尚人  池田尚人(奇) 

整形外科 
医局員 

(初診外来) 
医局員 西山嘉信 医局員 逸見範幸 医局員 西山嘉信 医局員 逸見範幸 医局員 医局員 

整形外科 松久孝行 ギブス診 
予約のみ 

古梶正洋  松久孝行 ギブス診 
予約のみ 

古梶正洋  八木貴史  医局員 

整形外科 川崎恵吉  齋藤 元  八木貴史  川崎恵吉  齋藤 元   

産婦人科  
初診(12-7) 

鈴木紀雄(奇) 
安藤直子(偶)  

高橋 諄 
(中山 健)  

高橋 諄 
(御子柴尚郎)  

小塚和人 
(近藤哲郎)  小川公一  医局員 

産婦人科  
産科Ⅰ(12-1) 

近藤哲郎  小川公一  栗城亜具里  安藤直子  鈴木紀雄   

産婦人科  
産科Ⅱ(12-6) 

高橋 諄 
中山 健 

  特殊診 
予約のみ 

  御子柴尚郎   特殊診 
予約のみ 

 

産婦人科  
婦人科Ⅰ(12-8) 

小川公一  鈴木紀雄 特殊診 
予約のみ 

近藤哲郎  高橋 諄  安藤直子 特殊診 
予約のみ 

医局員 

産婦人科  
婦人科Ⅱ(12-6) 

  中山 健  御子柴尚郎    栗城亜具里   

泌尿器科（初診） 佐々木春明 
椎木(検査) 
予約のみ 椎木一彦  鈴木俊一 

深澤(検査) 
予約のみ 青木慶一郎 

鈴木俊一 
(再診) 島田 誠 

菅原 草 
(再診) 医局員 

泌尿器科（再診） 島田 誠 島田(女性外来 
予約のみ 

深澤 立  青木慶一郎 青木(検査) 
予約のみ 

椎木一彦  佐々木春明 佐々木春明 
(男性外来予約) 

 

泌尿器科（検査）  特殊検査 
予約のみ 

 特殊検査 
予約のみ 

 特殊検査 
予約のみ 

 特殊検査 
予約のみ 

 特殊検査 
予約のみ 

 

眼 科 玉井裕子 特殊診(玉井 小池正直 特殊診(中村 玉井裕子  小池正直 特殊診(小池 玉井裕子  
小池正直(奇) 
中村 徹(偶) 

眼 科 中村 徹  中村 徹 特殊診(小倉 小倉寛嗣  小倉寛嗣 特殊診(小倉 中村 徹 特殊診(中村 玉井裕子(奇) 
岡田法子(奇) 

眼 科 岡田法子 特殊診(岡田 岡田法子 特殊診(岡田   岡田法子 特殊診(岡田 小倉寛嗣  小倉寛嗣(偶) 

耳鼻咽喉科 
13-2① 

門倉義幸 
(初診) 

腫瘍甲状腺外来 
予約のみ 

池田尚弘 
(初診)  

医局員 
(初診) 

東洋医学外来 
予約のみ 

柳・徳丸 
(初診) 

いびき外来 
予約のみ 

医局員 
(初診) 

 医局員 
(初診) 

耳鼻咽喉科 
13-2② 

徳丸岳志 
(再診) 

  ﾚｰｻﾞｰ外来 
予約のみ 

  門倉義幸 
(再診) 

    

耳鼻咽喉科 
13-3 

柳裕一郎 
(再診) 

 柳裕一郎 
(再診) 

小児外来 
予約のみ 

  池田尚弘 
(再診) 

    

耳鼻咽喉科 
13-5 

油井健史     補聴器外来Ｋ 
予約のみ 

 補聴器外来 
予約のみ N 

歯科装具 
予約のみ 

  

         ◎ 放射線治療の外来日は、月火木金: 馳澤憲二です。     

外来予定は都合により変更する場合がございますのでご了承ください。               平成 17 年 5 月 1 日改訂



  

  

 

 

  

 

 

 

 

 
 

 

 
   
 
 
 
 
 

  

  

  

 

 

坂本 篤紀 昭和大学卒業  
６月 救急センター      

      ７月 同上 

田山 愛   東海大学卒業  
６月 呼吸器センター(外)  

７月  同上 

野澤 仁美  昭和大学卒業   
 ６月 消化器センター(外)  

７月  同 上 

橋本 信   昭和大学卒業   
６月 消化器センター(内) 
７月上旬 画像診断 

            下旬 緩和ケア 

齋藤 佑介  昭和大学卒業   
６月 救急ｾﾝﾀｰ    

        ７月 同上 

竹島 亜希子 昭和大学卒業  
６月 消化器センター(内)   
７月 上旬 画像診断 

下旬  緩和ケア 

皆様はじめまして、研修医１年目の橋本信と申します。 

昭和大学横浜市北部病院でお世話になって１ヶ月経った今

も、自分の未熟さを不甲斐なく思う毎日が続いておりますが、

そんな中でも小さな充実感を少しずつ得ながら過ごしておりま

す。 

僕のつたない技術と知識で貢献できる事はそう多くないと思

いますが、それでも笑顔を見せてくれる患者さんがいるならば、

うつむくことなく日々得られた経験を大切にして、さらなる上

を目指していきたいと思います。 

こんな僕ではありますが、早く一人前の医師として、少しで

も周りの皆様のお役に立てるよう頑張っていきたいと思ってお

りますので、これからも熱いご指導のほど宜しくお願いします。

昭和大学出身の野澤仁美と申します。３週間のオリエンテー

ションの期間を経て、いよいよ臨床の現場に出ることになり、

今は期待と不安でいっぱいです。 

６年次に北部病院で１ヶ月間実習させていただき、病院全体

の雰囲気のよさに惹かれて北部病院での研修を決めました。将

来は常に患者様の立場に立って物事を考えられる医師になり

たいと思っています。そのためにもこの２年間の研修では、ま

ず患者様をみる目を養いたいと思います。 

知識も技術もない未熟な私ですが、精一杯努力し、できるだ

け多くのことを吸収していきたいと思っております。皆様どう

ぞよろしくお願いいたします。 

「おはようございます。朝の採血をさせて下さい･･･。」 

この言葉から、私と患者さまとの 1日が始まります。 

 はじめまして。東海大学からきました田山愛です。4 月から

社会人となり、研修医として、ここ昭和大学横浜市北部病院に

て研修することになりました。 

病棟では、まだ日も浅くご心配をおかけしていますが、22 名

の同期と共に切磋琢磨しながら充実した日々を送っています。

少しでも患者さまのお役に立てるよう、これから努力して参り

ますので、よろしくお願いいたします。 

神奈川県横浜市出身の竹島亜希子です。 

４月から研修医として昭和大学横浜市北部病院で研修させ

ていただくことになりました。私は生まれてからこれまでずっ

と横浜に住んでおり、この土地にとても愛着があります。この

病院で社会人として、医師としてのスタートを切ることがで

き、大変うれしく思っております。 

まだまだ知識も経験も少なく、患者さんや周りの先生方、ス

タッフの方たちにご迷惑をおかけすることもたくさんあると

思います。１日でも早く病院の仕事に慣れ、皆さまに信頼され

る医師になれるよう、自分が何をすべきか、自分に何ができる

かを考えながら日々精進して参りたいと思います。これからも

ご指導よろしくお願いいたします。 

昭和大学出身の研修医一年の坂本篤紀です。三週間のオリエ

ンテーションも終わりついに病棟での仕事が始まりました。電

子カルテの使い方もよくわからず何がどこにあるかもわからな

い状態で大変な毎日ですがスタッフのみなさんに助けられなが

ら何とかやっております。 

学生時代は楽することばかり考えておりましたが、社会に出

たからには自分の行動に責任を持ち一生懸命頑張ろうと考えて

おります。まだまだ分からないことだらけですが精一杯頑張り

ますのでご指導のほど宜しくお願い致します。 

はじめまして，昭和大学出身の齋藤佑介と申します。各診療
科での研修が始まって数日，覚えなければならない仕事が山の
ようにあって，先生方や看護師さん，それに患者さまからいろ
いろなことを教わっているうちに，あっという間に毎日が過ぎ
ていきます。 
私は将来何科に進むかまだはっきりと決めていないのです

が，私のような者にとっては２年間でいろいろな科を回って研
修することができる現在の臨床研修制度はとてもよい制度の
ように思います。２年間という限られた時間の中で少しでも多
くのことを学び，その中で将来専門とする分野を見定めること
ができればと思っています。まだまだ未熟者ですが，患者さま
にとって信頼できるいい医師になれるようこれから努力を重
ねていく所存です。皆様よろしくお願いいたします。 

 昨年度は一抹の不安を感じながら始まった臨床研修医制度でありましたが、最初はお客様のような１期生も１年経過した現在、貴重
な戦力として見事に変身し、１６名が２年次を迎えています。 
 当院は開設５年目を迎えたばかりで臨床研修施設としては歴史が浅く、スタッフの構成などから充実した研修体制とは言い難い面も
ありましたが、重みのある屋根瓦が一段築きあげられた感があります。２期生は２３名を数えますが、今年度は指導医の我々も経験を
積んだことや、身近に手本となる先輩研修医に接することが可能となり、より恵まれた環境で研修できるようになりました。 
 臨床研修で何を学ぶのか、特定の専門分野にあらず、基礎の構築にあります。基礎があれば応用は易しい。基礎の根幹はコミュニケ
ーション能力を獲得することであり、患者さん・指導医・看護師・技師・同期研修医のみならず、周囲の全ての人々と話す・聞く・頼
むなどの態度・姿勢に、その都度、ベストを尽くすことが大切であります。あいさつ励行!!（基礎中の基礎） 

                                        外科系臨床プログラム責任者 新井 一成 

 

 

安藤 亮太郎     昭和大学卒業  
６月 総合内科      

  ７月 同上 

大山 伸雄   埼玉医科大学卒業    
６月 呼吸器ｾﾝﾀｰ(内) 

        ７月 同上 

 

昭和大学出身の安藤亮太郎です。医師としてのスタートをここ
北部病院で切ることになりました。患者様に接する時の態度や言
葉の選び方など社会人として学ぶこと、採血や様々な手技など医
師として学ぶこと、これから学ぶことの多さに期待と不安でいっ
ぱいです。そんな中、４月末より病棟業務が始まりました。今は
まだ電子カルテすら満足に使えない未熟な私ですが、一つ一つの
行動に伴う責任の重みを感じながら日々過ごしています。これか
ら患者様やスタッフの方々から色々なことを学び、成長していき
たいと思います。 
 この２年間の研修を通じてより多くのことを学び、患者様はも
ちろんのこと、病院のお役に立てるよう頑張っていきたいと思い
ますので、どうぞ宜しくお願いします。 
 

小野 樹郎   昭和大学卒業    
６月 総合内科  
７月  同上 

桑原 大樹   昭和大学卒業   
６月 救急センター 
７月  同上 

研修医１年目の大山です。実家があざみ野で昔から親しんだこ
の土地で働ける事にとても喜んでいます。医師となって、業務も
始まったばかりですが、私はこの北部病院がとても好きです。私
には北部病院で働いていらっしゃる諸先輩方の姿はとても輝い
て見えます。私も早くその一員になり、北部の顔と言われるよう
な医師になりたいと思います。 
 まずは研修期間の２年間は、何ごとにも興味を持ち挑戦して行
きたいと思っています。知識不足や経験不足から色々と御迷惑も
かけてしまうと思いますが、どうぞ宜しくお願いします。 
 最後になりましたが、母が中川で金の星幼稚園の園長をしてい
ます。幼稚園入園の予定のあるお子さんのいらっしゃる方は、ど

うぞ金の星幼稚園をも宜しくお願い致します。 

初めまして、研修医の小澤俊一郎です。 

出身地は山梨県甲府市、出身校は聖マリアンナ医科大学です。

学生時代は硬式テニス部に所属しておりました。 

今回昭和大学横浜市北部病院で初期臨床研修をさせていただけ

ることになりまして、誠に光栄に思っております。現在は消化器

センター(内科)をローテーションしております。研修開始から１

週間が経とうとしておりますが、すばらしい環境の中にいても自

分から学ぶ姿勢を忘れずに、なるべく早く仕事に慣れ、患者さま

のお役にたつことができるようになれるよう努力していきます。

最後に２年間の研修が終わった時に昭和大学横浜市北部病院で研

修して良かったと思えるように頑張っていきたいと思います。ど

うぞよろしくお願いします。 

小澤 俊一郎  聖ﾏﾘｱﾝﾅ医科大学卒業  
６月 消化器ｾﾝﾀｰ(内)  
７月 同上 

昭和大学卒の研修医１年生の小野と申します。４月２５日か

ら、病棟での本格的な仕事がようやく始まりました。毎日が充実

している証拠なのか、一日一日がとても長く感じます。まだたっ

た３日しか経っていないとは到底思えません。 
 国家試験を通過したとは言っても、実際に現場で知識を生か

せるのかと問われると、まだまだ私たちは本当に未熟です。指導

医の先生方やスタッフのみなさんから多くのことを吸収できる

ように、日々を大切にし、少しずつでもみなさんのお役に立てる

ように頑張っていこうと思っています。よろしくお願い致しま

す。 

臨床研修医として現場に配属されてからまだ一週間もたって

おりませんので、右も左もわからない状態で緊張の連続ですが、

周りの皆様のおかけでなんとか支えられています。 

これからも日々の反省、感謝、そして謙虚な気持ちを忘れず、

スタッフの皆様と一緒に頑張っていきたいと思います。どうぞ宜

しくお願い致します。 

研修医 

顔写真 

研修医氏名   出身大学 

        ６月研修先診療科 

        ７月研修先診療科 

 

 自己紹介文 

 


